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１．はじめに
　北日本の森林は北東アジア大陸部のものと
植生地理学的に関連が深いと予想される。北
日本は西に朝鮮半島、北西に沿海州、北にサ
ハリン、北東に千島列島が近接している。森
林構成種の中にはこうした地勢的つながりを
伝わって移動してきたものも多いと考えられ
ている（堀田 1974；Maekawa 1974）。した
がって、北東アジア大陸部との比較のなかで
北日本の森林を植生地理学的に位置づけるこ
とは、日本列島の森林の成立や生い立ちを明
らかにする上で重要である。しかし、そうし
た研究は必ずしも十分とは言えない。
　そうしたなかでの重要な成果は汎針広混交
林帯（舘脇 1955）に関する論考である。「カ
ラフトのシュミット線から南、千島の宮部線
と北海道の黒松内低地帯との間、大陸側では、
北がスタノボイ山脈で境されたアムール河流
域、西は満州平原と大興安嶺東側に境され、
南は北朝鮮に終わる地帯」（舘脇 1971）は、
シベリア亜寒帯に接する東亜北温帯で、亜寒
帯針葉樹林と温帯落葉広葉樹林が併立し、両
樹林の樹種が混交する、きわめて興味深い領
域であることが明らかにされた（Tatewaki 
1958）。北海道の森林の位置づけに関しては、
さらに、伊藤・小島（1987）、Kojima (1979、 
1991)によって整理、展望されている。また、
沖津（2000）は近年のフィールドワークに基
づく成果についてまとめた。本州中・北部の
森林に関しては、野藻・奥富（1990）が中間
温帯性自然林の分布を整理し、東日本の中間
温帯林と朝鮮半島の暖温帯落葉広葉樹林は同
質の植生であるとの結論を得ている。以上の
研究から、北日本の森林の植生地理学的位置
づけを理解するためには、それらの北東アジ
ア大陸部での分布を考慮することが不可欠で
あるといえる。
　そこで、本報では、北日本の主要自然林を
対象として、それらの北東アジアにおける植
生地理学的位置づけについて、これまでの成
果を改めて確認することも含めて予察的に展
望し、今後のより詳細な議論への一つの足が
かりを提供する。ここでは森林のタイプ分け
は林冠優占種に基づいた。それは、北東アジ
ア大陸部では植物社会学的手法を十分に適応
できるような組成の報告は少なく、組成に基
づく区分が困難なためである。
　ミズナラについては、日本列島では
 ssp.  (Blume) 
Menits.,  var.  
(Blume) Ohashiなどとして、北東アジア大陸
部に分布するモンゴリナラ 
 Fischer ex Ledeb.の亜種、あるいは変種
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２．北日本の主要森林タイプとそれ
らの地理分布
　本報でいう北日本は東北地方と北海道をふ
くむ。北日本には、大きく分けて冷温帯林域
（cool temperate forest zone）と北方林域（bo-
real forest zone）の 2地域が分布する（表 1）。
H ? met-Ahti et al. (1974) に従えば、前者は 
temperate zone に、後者は hemiboreal zone 
にそれぞれ該当する。北方林域は、水平分布
の上では北海道東北端、根室地方付近にダケ
カンバ林としてわずかに現れるだけで
（Watanabe 1979）、ほとんどは北海道の山岳
中・上部に垂直分布として現れる。
　冷温帯林にはイヌブナ林（  
forest）、コナラ林（  forest）、
ブナ林（  forest）、ミズナラ林
（  forest）、トドマツ－ミ
ズ ナ ラ 林（
 forest）の 5タイプが認められる
（表 1）。その 他にツガ林（  
forest）、モミ林（  forest）などが
あるが（野藻・奥富 1990）、これらは尾根筋
を中心とした土地的極相林の性格が強いた
め、本報では取り扱わない。北方林はエゾマ
ツ－トドマツ林（
 forest）、アカエゾマツ林（
 forest）、ダケカンバ林（
 forest）の 3タイプが主なものである
（表 1）。なお、南千島の択捉島や色丹島、サ
ハリンにはグイマツ林（  for-
est）が分布するが（舘脇 1957）、これは本報
で扱う北日本には天然分布しないため、表 1
には載せていない。さらに、山岳上部にはい
わゆる亜高山帯林としてオオシラビソ林
（  forest： Shidei 1974; Ishi-
zuka 1974; Saito 1979; Sugita 1992）やハイ
マツ低木林（  thicket: Okitsu 
& Ito 1984, 1989）が現れるが、これらの分
布は基本的に山岳上部に限られるために、や
はり本報では検討から除外する。
　東北地方では冷温帯林が主体である
（表 1）。北方林としては、アカエゾマツ林が
早池峰山に限定分布（Ishizuka 1961）、また、
ダケカンバ林は山岳上部の亜高山域に散在分
布するだけで（Ishizuka 1974; 石塚 1978）、分
布量はごく少ない。ここでの冷温帯林の分布
の特徴は、太平洋側と日本海側とで森林構成
が著しく異なることである（Ohno 1991）。太
平洋側では、より温暖な南東北や山地のより
下部にイヌブナ林、コナラ林が分布し、より
冷涼な北東北や山地のより上部にはミズナラ
林が現れ、ブナ林は分布量がごく少ない（Ka-
shimura 1974; 武田・生田 1986; 野藻・奥富 
1990）。いっぽう、日本海側では全域でブナ
林が優勢に分布し、他の冷温帯林はわずかし
か見られない（野藻・奥富 1990）。こうした
違いは冬季の著しい多雪によってもたらされ
る（総説として島野 1998、 1999）。通常の
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樹木と異なり、ブナは多雪環境によって更新
がより順調に維持されるためである (Shi-
mano & Masuzawa 1998)。
　北海道の森林分布は東北地方とはかなり異
なっている。最南部の渡島半島ではブナ林が
優勢に分布する（武田・中西 1984; 福嶋ほか 
1995）。しかし、北海道胴体部では、胆振、
日高地方にコナラ林が分布するものの（遠山・
持田 1978；野藻・奥富 1990）、それ以外で
は大雪山などの中央高地を中心として、比較
的明瞭な垂直分布が見られる（Tatewaki 
1958; Kojima 1979; 大野 1990）。すなわち、
低地ではミズナラ林が広く覆って優占し（武
田ほか 1983；星野・奥富 1984）、山岳中・
下部にはトドマツ－ミズナラ林が現れる。そ
の上部には北方林のエゾマツ－トドマツ林が
分布し、さらに山岳上部になるとダケカンバ
林が森林限界まで上昇する（沖津 1987a）。
その上方はハイマツ低木林に覆われる（沖津 
1987b）。アカエゾマツ林は湿原、蛇紋岩地、火
山灰礫地、砂丘、岩礫地、山火事後地などに
現れるが（舘脇 1943）、エゾマツ－トドマツ
林に対して土地的極相林の性格が強い（Ko-
jima 1979）。
　北海道東北端の根室地方は、北方林がダケ
カンバ林として、北日本で唯一水平分布とし
て現れる（Watanabe 1979）。この地方は温
量指数が 45をわずかに下回っており（渡邉 
1967a）、温量指数の上からも冷温帯から亜寒
帯への移行域に当たる（渡邉 1967a）。 
３．北東アジアにおける北日本の主
要な森林の分布と植生地理学的
位置づけ
　以上に採り上げた北日本の主要な森林につ
いて、カムチャツカ半島を含む北東アジア大
陸部（以下大陸部と略す）における分布を表
2に示す。対象地域は北日本に近接する朝鮮
半島（KO）、中国東北地方（NC）、沿海州（PR）、
サハリン（SA）およびカムチャツカ半島（KA）
である。
１）冷温帯林
　冷温帯林を見ると、イヌブナ林とブナ林は
大陸部には分布しない。いっぽう、コナラ林、
ミズナラ林、トドマツ－ミズナラ林は大陸部
にも分布する。こうした違いは、それぞれの
森林の植生地理学的位置づけが異なることを
示唆する。
　大陸部に分布しない 2タイプのうち、ブナ
林の成立には冬季の多雪が必要である（島野 
1998, 1999）。冬季の多雪は大陸部には現れ
ず、北日本の日本海側に特有の気候環境であ
る（沖津 1999a）。したがって、大陸部の森
林から見ると、北日本のブナ林は冬季の多雪
に伴って発達した、特異的な、‘多雪誘導型
極相林’、とみなせる。大陸部を含めて森林
の植生地理学的位置づけを考える場合、ブナ
林はかなり特殊な存在ととらえる必要があ
る。同じく大陸部には分布しないイヌブナ林
については、解釈が難しい。それは、組成的
に見ると、イヌブナ林とコナラ林は必ずしも
明瞭に区別できない（中村 1987）からである。
そのため、組成的には、コナラ林と区別が困
難な場合もある（中村 1987）。本報では、イ
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ヌブナ林は組成的にみてコナラ林と近縁の森
林と捉えておく。結局、ブナ林は北日本の日
本海側に固有の森林、イヌブナ林はコナラ林
と類縁で、それは、後に述べるように、朝鮮
半島にも分布するタイプ、と結論できる。
　大陸部にも分布する 3タイプのうち、コナ
ラ林は朝鮮半島に現れる。朝鮮半島には暖帯
（常緑広葉樹林帯）、温帯（落葉広葉樹林帯）、
寒帯（針葉樹林帯）が南から北に向かって分
布する（植木 1933; Yim 1977）。こうした朝
鮮半島の植生分布は大陸部での一般的な分布
（落葉広葉樹林（モンゴリナラ林）－チョウ
センゴヨウ－落葉広葉樹混交林－エゾマツ－
トウシラベ林：沖津 1993）とほぼ相同のも
のである。そのうち、コナラ林はアカシデ ,
コナラ帯として温帯中部に分布する（植木 
1933；Takeda et al. 1994も参照）。北日本の
コナラ林はこれに相当する（野藻・奥富 
1990）。このことは、大陸部の森林との関係
で北日本の森林の植生地理学的位置づけを理
解する場合、コナラ林は決して無視できない
ことを示している。日本のコナラ林はシイ－
カシ林やブナ林、ミズナラ林の二次林（鈴木 
1987）とされることが多く、植生帯の主要構
成要素としては重要視されて来なかった。し
かし、大陸部との関係を考慮すると、きわめ
て重要な存在である。
　コナラ林と同様に、アカシデ林（
 forest）やイヌシデ林（
 forest）などのシデ類優占林も、
大陸部の森林との関係で北日本の森林の植生
地理学的位置づけを理解する場合重要な存在
である。シデ類は東日本の中間温帯の主要構
成種である（野藻・奥富 1990）。朝鮮半島で
は温帯南部（イヌシデ帯）および温帯中部
（アカシデ ,コナラ帯）に分布する（植木 
1933）。朝鮮半島の植生分布が大陸部一般の
ものとほぼ相同であることを考慮すると、シ
デ類優占林はその主要構成要素の一つといえ
る。コナラ林同様に、我が国ではシデ類優占
林は二次林とみなされ、重要視されてこな
かった。しかし、今後は、シデ林帯の検討を
ふくめて、シデ類優占林を植生地理学的によ
り積極的に認識して行く必要がある。
　ミズナラ林は朝鮮半島、中国東北地方、沿
海州、および、分布量はごく少ないもののサ
ハリンにも見られ（Tatewaki 1958）、大陸部
に広い分布域を持っている（表 2）。このタイ
プは、明らかに、大陸部でも最も主要な植生
帯構成要素の一つである（沖津 1993）。とこ
ろが、北日本のミズナラ林は、コナラ林同様、
ブナクラス域での二次林と捉えられることが
多かった（鈴木 1987）。すなわち、ブナ林が
本来の自然林で、ミズナラ林はおおむね二次
的なものであるとの解釈である。けれども、
大陸部での分布を考えると、ブナ林よりもミ
ズナラ林の方を基本的な植生帯構成要素と見
る必要がある。先に述べたように、ブナ林は
北日本の日本海側に特殊な森林で、大陸部に
は相当するものが全くないためである。
　トドマツ－ミズナラ林はミズナラ林とほぼ
同様に、大陸部に広い分布域を持っている
（表 2）。この森林の植生地理学的位置づけに
ついては議論が必要である（沖津 1993）。舘
脇（1955）、Tatewaki（1958）は、中国東北
地方や朝鮮半島北部、沿海州、北海道、サハ
リン南部の広範な地域は、針葉樹と落葉広葉
樹が混生する針広混交林が森林の主体とな
る、植生地理学的に見て一つのまとまった領
域であることを明らかにし、その領域を針広
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表１　北日本のおもな森林とそれらの地理的分布
Table 1. Major forests and their geographical distribution in northern Japan. The symbols in the table mean; 
++: abundantly occurs, +: scarcely occurs, (+): only sporadically occurs, ・ : absent.
*: ST; southern Tohoku, NT; northern Tohoku, SH; southern Hokkaido, NH; northern Hokkaido
**: Picea glehnii forest of northern Tohoku is merely an isolated small population on Mt. Hayachine (Ishizuka 
1961)
表２　北日本でみられるおもな森林の北東アジアにおける分布
Table 2. Distribution of the major forests of northern Japan in the regions of northeastern Asia adjacent to 
northern Japan. The symbols in the table mean; +: present, (+): only scarcely present,  ・ : absent.
*: KO; Korean Peninsula, NC; northeastern China, PR; Primorie, SA; Sakhalin, KA; Kamchatka Peninsula
**: Pinus koraiensis replaces Abies sachalinensis in the continental region.
***: Abies nephrolepis replaces Abies sachalinensis in KO, NC, PR.
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混交林帯（Pan-Mixed Forest Zone）と名付
けた。森林構成種を見ると、落葉広葉樹は全
域に共通してミズナラ（モンゴリナラ）、シ
ナノキ （アム－ルシナノキ 
Tilia amurennsis）、カエデ類  spp.が優
占するが、針葉樹は北海道、サハリンと、そ
れ以外の針広混交林帯域とでは異なってい
る。北海道、サハリンではトドマツが主体だ
が、その他の地域ではチョウセンゴヨウ 
 が主体である（沖津 1993, 
1997; Okitsu 1995）。この原因は今のところ
十分には明らかではないが、沖津（1993）は
最終氷期以来の植生変遷のなかで違いが生じ
たと推論している。こうした違いはあるもの
の、落葉広葉樹の共通性や大陸部からの分布
のまとまりを勘案すると、トドマツ－ミズナ
ラ林は、ミズナラ林と共に、針広混交林帯の
最も基本的な構成要素と見なせる（Tate-
waki 1958）。
２）北方林
　北方林 3タイプのうち、アカエゾマツ林は
先に述べたように土地的極相林の性格が強く
（Kojima 1979）、分布も早池峰山（Ishizuka 
1961）、サハリン南部および国後島（舘脇 
1943）を除くと北海道にほぼ限定されるので
（表 1）、ここでは検討しない。
　エゾマツ－トドマツ林は表 2で採り上げた
森林タイプの中では大陸部に最も広い分布域
を持っている。大陸部ではこの森林は沿岸、
海洋 性気 候下 に 発達 する（Song 1992; 
Grishin 1995；沖津 1996）。北半球に広がる
常緑性亜寒帯針葉樹林と相同のものである
（沖津 1996）。そのため、北東アジアの北方
林のなかで、最も代表的なものの一つである。
北日本では北海道だけに見られるが、そこで
は、低地にはほとんど現れず、山岳中腹に分
布する。これは、大陸部に分布する北方林の
常緑針葉樹林が南、南東に張り出した末端を
構成するものである（沖津 1996, 1999b）。
　ダケカンバ林は、水平分布としては北海道
東北端根室地方にのみ現れる（Watanabe 
1979）。これは、カムチャツカ半島（表 2）
から南千島、根室へと続く、亜寒帯寒冷多湿
気候下の安定林で（Tatewaki 1957; 渡邉 
1967b）、亜寒帯落葉広葉樹林（渡邉 1967b）と
呼ばれるものの水平的南限に当たる。この林
が最も発達するのはカムチャツカ半島で（小
島 1994）、その他、北半球中・高緯度地域の
海洋性気候下には、相同のカバノキ林が発達
す る（
。このダケカンバ林は、北海道日高山
脈、大雪山を中心に、山岳上部の亜高山植生
を形成する（沖津 1987a）。そこでは、冬季
の強風や多雪が針葉樹の高木化を妨げ、ダケ
カンバのみが高木を維持できる（沖津 
1987a）。
４．まとめ：北東アジア大陸部との
関係で見た北日本の森林の基本
的配列
　以上の議論を総括して、大陸部との関係を
整合させながら北日本の森林の基本的配列を
整理すると次の様になる。冷温帯林域では、
南部やより下部ではコナラ林、北部やより上
部ではミズナラ林、北方林との移行域でトド
マツ－ミズナラ林が配列する。なお、南部で
はシデ類優占林も重視しなければならない。
北方林域ではエゾマツ－トドマツ林が中心
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で、それとは海洋性気候側に分布を分けた形
でダケカンバ林が現れる。
　こうした配列を念頭に置くことによって、
最終氷期以来の日本列島の植生変遷もより具
体的に、明確に議論することが出来る（例え
ば沖津 1993, 1999a）。今後は、ブナ林ととも
に、植生地理学的視点からはコナラ林、ミズ
ナラ林もさらに着目して行く必要がある。
摘要
１．北日本（東北地方、北海道）の主要な森
林を対象として、その分布を整理した後、
北東アジア大陸部での森林分布を考慮しな
がら、植生地理学的位置づけを議論した。
２．北日本には冷温帯林域に 5タイプ：イヌ
ブナ林、コナラ林、ブナ林、ミズナラ林、
トドマツ－ミズナラ林、北方林帯域に 3タ
イプ：エゾマツ－トドマツ林、アカエゾマ
ツ林、ダケカンバ林が認められた。
３．東北地方では太平洋側でイヌブナ林、コ
ナラ林、 ミズナラ林、日本海側でブナ林が優
占し、両側での分布の違いが明瞭であった。
４．北海道では大雪山などの中央高地を中心
として明瞭な垂直分布が見られた。すなわ
ち、ミズナラ林 － トドマツ－ミズナラ林
－ エゾマツ－トドマツ林 － ダケカンバ
林である。北方林の水平分布としては、北
海道最東北端根室地方にダケカンバ林が分
布するのみであった。
５．北東アジア大陸部での分布を検討した結
果、コナラ林、ミズナラ林、トドマツ－ミ
ズナラ林、エゾマツ－トドマツ林およびダ
ケカンバ林が植生地理学的な基本タイプと
して認められた。ブナ林は、冬季の多雪に
伴って発達した、特異的な、‘多雪誘導型
極相林’、と理解された。
６．朝鮮半島の植生分布と対応させて、コナ
ラ林およびシデ類優占林の植生地理学的な
重要性を強調した。
７．大陸部との関係を整合させながら北日本
の森林の基本的配列を整理した結果、冷温
帯林域では、南部やより下部ではコナラ林、
北部やより上部ではミズナラ林、北方林と
の移行域でトドマツ－ミズナラ林が配列
し、北方林域ではエゾマツ－トドマツ林が
中心で、それとは海洋性気候側に分布を分
けた形でダケカンバ林が現れる、と結論さ
れた。
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Phytogeography of the major forests of northern Japan in northeastern Asia. Susumu Okitsu 
(Faculty of Horticulture, Chiba University, 648 Matsudo, Matsudo-City, 271-8510 Japan; e-
mail: okitsu@midori.h.chiba-u.ac.jp)
Abstract The phytogeographical relationship of the major forests of northern Japan was 
discussed reviewing their distribution in northeastern Asia. Two major forest zones appeared 
horizontally within northern Japan, the cool temperate forest zone and the boreal forest zone. 
The former included five major climax forest types;  forest,  serrata 
forest,  forest, forest and 
 forest. This zone covered horizontally almost all the lowland of northern Japan. 
The latter included three major climax forest types;  
forest, forest and  forest. This zone occurred horizontally, 
however, only on the north-eastern most part of Hokkaido. Phytogeographically, the 
 forest was distributed in the Korean Peninsula. The  forest was 
distributed in the Korean Peninsula, northeastern China and Primorie. Those two forests 
could be regarded as the principal types of the cool temperate deciduous broadleaved forest in 
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northeastern Asia. Contrarily the  forest had no distribution region outside 
northern Japan. It was a snow-induced, non-zonal climax one, never representing a principal 
forest type in northeastern Asia. The  forest extended 
to the Korean Peninsula, northeastern China and Primorie, as did the  
forest, although in northern Japan this forest was restricted only to Hokkaido. It could be 
regarded as one of the most principal forest type of the Pan-Mixed Forest Zone, together with 
the  forest. The Picea  forest showed wide 
geographical distribution throughout northeastern Asia. This forest of Hokkaido composed 
the eastern and southern most extension of the boreal evergreen forest zone in northeastern 
Asia. The  forest occupied the area adopted to the highly oceanic climate. The 
 forest in Hokkaido corresponded phytogeographically to the subarctic sum-
mer green forest developing under highly oceanic climate. In conclusion, the essential forest 
arrangement in northern Japan, taking into consideration the forest distribution of 
northeastern Asia, could be summarized as ; 
 forest, from warm to cold region.
Key words: boreal forest zone, cool temperate forest zone,  forest, northeastern 
Asia, principal forest type, 
